
図17 求める公的支援（施設・情報）
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特にない

教育支援センターの充実・増やす

保護者同士の情報交換・交流の場

フリースクール等民間施設の情報を集めやすくする

（人）

☝「フリースクール等民間施設の情報を集めやすくする」、「保護者同士の情報交換・交流の場」を求める声が多い
また、約５割が「教育支援センターの充実」と回答。
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図18 フリースクール等民間施設利用のきっかけ（複数回答）

図19 利用するフリースクール等民間施設利用を選んだ理由（複数回答）
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その他

学習の遅れが心配だった

家族・知人のすすめ

自宅に近い

学習や活動内容が子どもに合っているから

家族以外と接する機会が必要

子どもの希望

（人）

☝子どもは施設の「活動・指導内容」、「雰囲気」により利用先を選択している傾向にある。
保護者は「子どもに合うかどうか」が大きな決め手になっている。

0 10 20 30 40 50 60 70

覚えていない、答えたくない

勉強を教えてもらえそうだから

気の合う友達が利用していた

家以外で過ごせる場所が欲しかった

スタッフが優しそう

自分のペースで過ごせそうだったから

家族の勧め

楽しそうだから

（人）

小学１年生 小学２年生 小学３年生 小学４年生 小学５年生 小学６年生 中学１年生 中学２年生

58

16

27

37

37

48

10
3

※学年：登校しづらくなった時点
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図20 フリースクール等民間施設を知るきっかけ（複数回答）

図21 フリースクール等民間施設を探す中での負担（複数回答）
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57

58
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親の会、子ども食堂

新聞記事

学校

近所、知人、親戚

ホームページやSNS

（人）
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29
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24
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37

44

60

60

61

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

苦労したことは特にない

家族が施設を利用するのに前向きでなかった

施設の開設日や活動内容が分からなかった

施設の利用料が分からなかった

子どもが施設利用に前向きでなかった

施設と学校の連携

家の近くに利用できる施設があるのか、分からなかった

施設の情報はどこで入手できるのか、分からなかった

誰に相談したらいいか、分からなかった

（人）

☝フリースクール等民間施設の情報収集は保護者の負担の１つになっている
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図24 フリースクール等民間施設利用開始時期
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12.7%

15.7%
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8.2%
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0.7% 0.7%
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小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

中学１年生

中学２年生

中学３年生

覚えていない、答えたくない

その他

図23 フリースクール等民間施設の利用頻度

26.1%

19.4%

15.7%

13.4%

8.2%

4.5%

3.7%

1.5%

7.5%

週に２～３日

週に５日以上

週に１日

週に４日

月に２～３日

数か月に１日

月に１日

覚えていない、答えた

くない

図22 フリースクール等民間施設利用までにかかった期間 ☝ 約５割が学校を休むようになって半年以内にフリースクール等
民間施設を利用

☝約３割が「週４～５日」フリースクール等民間施設を利用

47.0%

14.2%

8.2%

8.2%

19.4%

3.0%

半年未満

半年から１年未満

１年～１年半未満

１年半～２年未満

２年以上

覚えていない
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図25 フリースクール等民間施設を利用してよかったこと（複数回答）

※学年：令和６年度の学年

☝約６割が「友だちができた」「学校以外の居場所ができた」、約３割が「自信がついた」と回答。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

勉強が分かるようになった

イライラ、モヤモヤすることが減った

話を聞いてもらえた

自分でできることが増えて自信がついた

学校ではできない経験ができた

スタッフと仲良くなれた

学校以外に行く場所ができた

友だちができた

小学１年生 小学２年生 小学３年生 小学４年生 小学５年生 小学６年生 中学１年生 中学２年生 中学３年生

67

58

40

32

24

14

65

66
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図26 利用上の負担（複数回答）

【仕事への影響】（複数回答）

・遅刻・早退・欠勤の増加 63名(34.1%)
・勤務時間等の変更 49名(26.5%)
・テレワークの増加 11名( 5.9%)
・退職 25名(13.5%)
・転職 12名( 6.5%)
・転職・退職を考えている ２名( 1.1%)
・雇用形態の変更 ７名( 3.8%)
・休職 ２名( 1.1%)

図27 通所方法 （参考）仕事への影響：125人（52.7％）（n=237)
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31
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55

63

89

104
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その他

負担と感じていることはない

施設利用時の付き添い

子どもの気持ちで利用の有無が変わる

仕事の調整

昼食の準備

送迎の負担

経済的負担

（人）

保護者が送迎

64.9%
お子様一人（電車やバス）

11.9%

お子様一人

（自転車）

6.7%

お子様一人

（徒歩）

3.0%
その他

13.4%

☝「経済的負担」が最も多い。約７割の保護者が送迎しており、送迎も大きな負担となっている。また、勤務時間等の変更など仕事の調整
が負担であると４割以上が回答。

※回答数：世帯で最も収入が多い人（134名）、次いで収入が多い人（103名）
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図28 毎月の負担総額（授業料、教材費、昼食代、交通費、活動費の合計）（ｎ＝114）

（参考）世帯収入
図29 世帯収入への影響
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51%
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200万円以上400万円未満

200万円未満

（人）

☝半数の世帯が「収入が減った」と回答

※「わからない」と回答した分を除く
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図30 フリースクール等民間施設に対して求める公的支援
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その他

施設の環境整備

利用者補助

運営者補助

（人）

☝「民間施設運営者補助」が最も多く、次いで「利用者補助」を求める声が多い
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フリースクール等民間施設利用者に対するアンケート調査
経過概要 (毎月回答：４月～８月継続回答分)

〇回答者数（令和６年９月13日時点）
・児童生徒 68名 ・保護者 91名

〇児童生徒の属性（現在の学年）

【小学校】 １年生 ３名 ２年生 ７名 ３年生 10名
４年生 16名 ５年生 11名 ６年生 10名

【中学校】 １年生 11名 ２年生 13名 ３年生 10名 計 91名

参考資料１－（２）
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〇 いずれの月も「１日～５日」施設を利用する子どもが最も多いが、８月は４割以上の子どもが「利用しなかった」。

〇 施設の利用でよかったことは、半数以上が「学校や自分の家以外に過ごせる場所があったこと」、「友達と一緒に
過ごせたこと」と回答。

（１）子ども回答結果（n=68)

図２ 施設を利用してよかったこと図１ 利用日数

（４月から８月利用分の継続回答した子ども・保護者の集計結果）

フリースクール等民間施設利用者に対するアンケート調査結果(継続回答集計）

※「答えたくない」と回答した分を除く
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・約９割の子どもが施設を利用しない日の昼間は 「自分
の家」で過ごすと回答。
・半数以上の子どもが「ゲームやインターネットの動画
をみて」過ごすと回答。
・次いで、「テレビをみていた」、「マンガや本を読ん
でいた」、「家事を手伝った」となっている。

・嫌だと感じたことについて、「学校に登校しない理由
を聞かれること」、「家族から学校に行こうよなどの声
かけ」、「学校からもらうおたよりや、宿題・課題プリ
ント」と回答している子どもが多い。

図３ 施設を利用しない日の「昼間」の過ごし方

図４ その月、嫌だと感じたこと
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図５ 子どもの登校状況

〇 登校した日数として最も多いのは各月「1日～5日」。1日も登校していない子どもたちは、各月３割前後である。

〇 登校できた理由としては、「その日は登校する気になったから」が多い。

〇 声かけに関しては、「学校の先生からの声かけ」がきっかけだという回答が徐々に減少するのに対して、「友だちに
声をかけてもらえたから」の回答が４月よりも６月、７月の方が増加している。

4月 5月 6月 7月

1日以上登校
した

64人 70.3
％

56人 61.5
％

57人 62.6
％

60人 65.9
％

登校してい
ない

25人 27.5
％

33人 36.3
％

32人 35.2
％

29人 31.9
％

わからない、
答えたくな

い

2
人

2.2
％

2
人

2.2
％

2
人

2.2
％

2
人

2.2
％

図６ 登校のきっかけ

（２）保護者の回答結果（n=91)
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４月 ５月 ６月 ７月

利
用
し
た

１日～５日
（週に１日程度）

25人
27.5
％

84.7
％

27人
29.7
％

88.0
％

23人
25.3
％

85.8
％

27人
29.7
％

85.8
％

６日～１０日
（週に２日程度）

19人
20.9
％

21人
23.1
％

23人
25.3
％

21人
23.1
％

１１日～15日
（週に3日程度）

16人
17.6
％

14人
15.4
％

10人
11.0
％

15人
16.5
％

16日以上
（週に4日程度）

17人
18.7
％

18人
19.8
％

22人
24.2
％

15人
16.5
％

利用しなかった 12人 13.2％ 8人 8.8％ 10人 11.0％ 12人 13.2％

わからない、答えたくない 2人 2.2％ 3人 3.3％ 3人 3.3％ 1人 1.1％

図７ フリースクール等民間施設利用状況

〇 各月、「週に１日程度」の利用が最も多く、次いで「週に２日程度」、「週に４日程度」となっている。

図８ 学校やフリースクール等民間施設以外での学習の機会

〇「自主学習をした」という回答が最も多い。

〇「学校やフリースクール等民間施設以外に学習の機会はな
かった」とだけ回答したのは
・４月：21人（27%）・５月：23人（29%）
・６月：17人（22%）・７月：25人（32%）
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図９-１ 子どもの良い変化の有無 図９-２ 子どもの良い変化

〇 各月半数以上の保護者が子どもの良い変化があったと答えている。

〇 良い変化があったと感じた理由は、「安定して生活が送れるようになった」、「健康的に過ごせるようになった」、
「心が落ち着いてきた」、「明るくなった」が多い。
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